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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月18日(2015.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）であって、
　１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と、
　少なくとも１つのＰＶモジュール・ストリングであって、
　　各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が少なくとも１つの対応するＰＶモジュール・スト
リングから電力を受け取り、
　　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が、その対応するＰＶモジュール・
ストリングのそれぞれから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バス（５８
）に電力を伝達するように構成され、その伝達が、前記共通のｄｃ－バス（５８）に電力
を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が継続的にその最適効率範囲内で動作して前
記ＰＶ発電所（５０）のエネルギー収量を増加させるように、行なわれるように、
　構成される、ＰＶモジュール・ストリングと、
　少なくとも１つの結合器ボックス（５２）と、
を備え、
　各結合器ボックス（５２）は、
　　少なくとも１つのローカル制御ユニット（５１）であって、各ローカル制御ユニット
（５１）は、外部通信バスを介して受け取ったコマンドに基づいて前記１または複数のｄ
ｃ－ｄｃコンバータから選択される単一のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）を制御するよう
に構成される、少なくとも１つのローカル制御ユニット（５１）と、
　　ローカル制御ユニット（５１）間の通信をもたらすように構成されたローカル・デー
タ・バスであって、各ローカル制御ユニット（５１）が、その対応するｄｃ－ｄｃコンバ
ータ（５４）の動作を選択および制御するように構成され、その選択および制御が、少な
くとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）がその対応するＰＶモジュール・ストリング
のそれぞれから入手できる前記全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達
するように、さらに前記共通のｄｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５
４）が継続的にその最適効率範囲内で動作して前記ＰＶ発電所（５０）の前記エネルギー
収量を増加させるように、行なわれるように、構成される、ローカル・データ・バスと、
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　を備える、
ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）。
【請求項２】
　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、対応するｄｃ－ａｃコンバータと
ともに、２段階の中央インバータをもたらすように構成されている、請求項１に記載の発
電所（５０）。
【請求項３】
　対応するｄｃ－ａｃコンバータとともに２段階の中央インバータをもたらすように構成
される各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、交互配置バック・ブースト・ストリング・コ
ンバータ・トポロジを含む請求項２に記載の発電所（５０）。
【請求項４】
　前記１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と前記少なくとも１つのＰＶモジュ
ール・ストリングとは、全体として、ＰＶモジュール・ストリング結合器分散構造をもた
らすように構成される請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項５】
　前記１または複数のｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と前記少なくとも１つのＰＶモジュ
ール・ストリングとは、全体として、ＰＶモジュール・ストリング分散構造をもたらすよ
うに構成される請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項６】
　各結合器ボックス（５２）は、中央制御ユニット（８４）であって、前記中央制御ユニ
ット（８４）を介して与えられるコマンドに基づいて前記ローカル制御ユニット（５１）
の動作を制御するように構成された中央制御ユニット（８４）をさらに備える請求項１に
記載の発電所（５０）。
【請求項７】
　少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、交互配置バック・ブースト・スト
リング・コンバータ・トポロジを含む請求項１に記載の発電所（５０）。
【請求項８】
　ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）であって、複数の
分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）を備え、前記複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（
５４）は、互いに調整して切り替わるように構成され、その切り替わりが、少なくとも１
つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が１または複数の対応するＰＶモジュール・ストリン
グから入手できる全システム電力に基づいて共通のｄｃ－バスに電力を伝達するように、
さらに前記共通のｄｃ－バスに電力を伝達する各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が継続的
にその最適効率範囲内で動作して前記ＰＶ発電所（５０）の前記エネルギー収量を増加さ
せるように、行なわれるように、構成され、
　前記複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、グローバル最大電力点検索に参加
するｄｃ－ｄｃコンバータが互いに干渉して、ＰＶ発電所出力電力の断続的な低下が生じ
ないように、グローバル最大電力点検索を調整するように構成されている、
ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）。
【請求項９】
　複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）と、
　複数の機械または半導体スイッチ（５３）と、
　複数のローカル制御器（５１）または中央制御ユニット（８４）と、
を備えるストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）であって、
　前記複数の分散型ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）は、互いに調整して切り替わるように
構成され、その切り替わりが、少なくとも１つのｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が１また
は複数の対応するＰＶモジュール・ストリングから入手できる全システム電力に基づいて
共通のｄｃ－バスに電力を伝達するように、さらに前記共通のｄｃ－バスに電力を伝達す
る各ｄｃ－ｄｃコンバータ（５４）が継続的にその最適効率範囲内で動作して前記ＰＶ発
電所（５０）の前記エネルギー収量を増加させるように、行なわれるように、構成され、
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　前記複数の機械または半導体スイッチ（５３）が、前記複数のローカル制御器（５１）
または前記中央制御ユニット（８４）から受け取る信号に応答して前記ｄｃ－ｄｃコンバ
ータ（５４）間の電力フローを制御するように構成される、
ストリング・レベル最大電力点分散型太陽光（ＰＶ）発電所（５０）。
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